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西
洋
に
於
け
る
漢
学
の
歴
史
は
お
よ
そ
四
五
〇
年
で
あ
る
。
イ
エ
ズ

ス
会
の
宣
教
師
で
あ
る
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
一
五
五
二
―
一
六
一
〇
）
が

布
教
活
動
の
為
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
明
代
中
国
に
渡
っ
た
時
に
始
ま
る
。

西
洋
学
術
を
中
国
に
紹
介
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
基
礎
を
成
し
な

が
ら
、
中
国
の
事
情
を
積
極
的
に
西
洋
に
伝
え
た
。
西
洋
で
の
漢
学
の

最
初
の
成
果
の
一
つ
は
リ
ッ
チ
が
作
っ
た
中
国
初
の
世
界
地
図
『
坤
輿

万
国
全
図
』
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
、
英
国
等

が
宣
教
師
や
大
学
の
専
門
学
部
を
通
し
て
中
国
学
に
励
ん
だ
。

　

一
方
、
本
書
に
は
、「
日
本
人
は
既
に
飛
鳥
時
代
、
つ
ま
り
七
世
紀

後
半
ご
ろ
か
ら
、
漢
詩
を
「
読
む
」
だ
け
で
は
な
く
、「
自
分
で
作
る
」

と
い
う
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
頁
）。

つ
ま
り
、
一
三
〇
〇
年
前
か
ら
、
日
本
人
は
自
ら
の
心
情
を
漢
詩
で
表

現
し
て
い
た
。
し
か
し
、漢
字
そ
の
も
の
の
日
本
へ
の
伝
来
の
時
期（
三

明
治
一
五
〇
年
を
機
に
、

漢
詩
か
ら
次
の
時
代
を
開
く

ガ
イ　

ホ
ッ
ブ
ス 
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―
四
世
紀
）
と
、
そ
の
伝
承
と
共
に
渡
来
し
て
き
た
中
国
の
思
想
や
古

代
文
学
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
日
本
の
漢
学
の
歴
史
は
約
一
七
〇
〇
年

に
上
り
、
中
華
文
化
圏
の
中
で
は
お
そ
ら
く
最
古
・
最
深
の
交
流
実
績

を
有
す
る
。
こ
の
類
の
な
い
文
化
関
係
を
背
景
に
、
本
書
の
テ
ー
マ
で

あ
る
日
本
古
来
の
偉
人
た
ち
の
漢
詩
と
そ
の
心
を
紹
介
す
る
意
義
は
大

き
い
。
な
ぜ
な
ら
日
本
人
は
、
中
国
で
の
詩
の
発
展
の
時
代
を
同
時
に

生
き
、
影
響
さ
れ
な
が
ら
も
、
日
本
の
独
特
の
事
情
を
反
映
し
て
日
本

漢
詩
を
作
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
。

　

ま
た
、本
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
、日
本
人
の
漢
詩
鑑
賞
の
「
特

権
」
は
書
き
下
し
文
に
あ
る
（
三
七
八
頁
）。
西
洋
人
と
同
様
、
日
本

人
は
最
初
に
漢
詩
の
原
文
を
見
て
各
漢
字
を
視
覚
的
に
読
ん
で
意
味
を

理
解
す
る
。
そ
し
て
更
な
る
「
楽
し
さ
、
充
実
感
」
の
為
に
、
日
本
語

独
特
の
リ
ズ
ム
感
を
与
え
て
く
れ
る
書
き
下
し
文
が
大
い
に
力
を
発
揮

宇
野
直
人
著

知
っ
て
お
き
た
い
日
本
の
漢
詩

　

偉
人
た
ち
の
詩
と
心
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し
て
き
た
。
日
本
語
の
語
順
で
仮
名
を
交
え
る
書
き
下
し
文
で
は
、
漢

詩
の
視
覚
的
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
日
本
語
の
リ
ズ
ム
が
鳴
り

響
く
音
楽
性
も
生
ま
れ
て
く
る
。
漢
文
を
訓
読
す
る
為
に
発
明
さ
れ
た

実
用
的
な
言
語
手
段
は
、
予
想
外
の
文
学
的
な
快
感
を
日
本
人
に
差
し

出
し
た
。

　

各
章
に
、
原
詩
と
書
き
下
し
文
の
「
共
演
」
が
見
事
に
展
開
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
音
楽
性
へ
の
一
層
の
理
解
の
為
に
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
版
も

用
意
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
〈
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ

ク
！　

漢
詩
ワ
ー
ル
ド
〉 

の
シ
リ
ー
ズ
の
一
環
と
し
て
、『
漢
詩
の
歴

史　

古
代
歌
謡
か
ら
清
末
革
命
詩
ま
で
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
五
）
と

と
も
に
、
著
者
の
補
足
説
明
つ
き
朗
読
に
よ
っ
て
配
信
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
配
信
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

　

・
で
じ
じ（
パ
ン
ロ
ー
リ
ン
グ
株
式
会
社
運
営
）http://w

w
w
.digigi.jp/

　

・audible  https://w
w
w
.audible.co.jp/

　

・「Google Play

」ス
ト
ア　

https://play.google.com
/store?hl=ja

　

本
書
の
著
者
は
、
共
立
女
子
大
学
国
際
学
部
教
授
を
は
じ
め
、
様
々

な
場
で
中
国
文
学
の
研
究
や
教
育
、
啓
蒙
活
動
な
ど
に
携
わ
っ
て
お

り
、
本
書
に
お
い
て
も
、
研
究
生
や
学
生
、
一
般
社
会
人
な
ど
、
幅
広

い
読
書
層
に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
漢
詩
を
学
ぶ

学
生
に
と
っ
て
、
本
書
の
付
随
資
料
は
大
い
に
役
立
つ
。〔
附
録
〕
で

は
、
古
体
詩
と
近
体
詩
の
特
色
や
押
韻
の
仕
方
、
詩
句
の
切
り
方
、
内

容
の
構
成
法
、
対
句
、
平
仄
な
ど
の
説
明
が
学
習
者
の
理
解
を
助
け
、

〔
主
要
参
考
書
目
〕
で
は
、
総
記
か
ら
章
別
に
用
い
ら
れ
る
著
作
物
な

ど
、
追
跡
研
究
を
支
援
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
ま
た
、
漢
詩
の
全
景

や
大
観
を
紹
介
し
て
い
る
本
著
者
に
よ
る
他
著
書
（『
漢
詩
名
作
集
成 

― 

中
華
篇
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
や
前
掲
『
漢
詩
の
歴
史
』
な
ど
）
と

共
に
、
文
学
と
歴
史
の
密
接
な
関
係
を
物
語
る
。

　

本
書
は
一
三
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
時
系
列
的
に
、
ま
た
列
伝

的
に
、
日
本
漢
詩
の
名
人
達
を
紹
介
す
る
。

　

各
章
の
登
場
人
物
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
章
は
、
学
者
で
あ
り
官
僚
、
文
人
で
も
あ
っ
た
平
安
時
代
の
菅

原
道
真
（
八
四
五
―
九
〇
三
）。

　

第
二
章
は
、
富
士
山
の
詩
を
詠
っ
た
南
北
朝
の
臨
済
宗
の
僧
、
中
巌

円
月
（
一
三
〇
〇
―
一
三
七
五
）、
徳
川
家
康
に
仕
え
た
江
戸
の
漢
詩
人
、

石
川
丈
山
（
一
五
八
三
―
一
六
七
二
）、
江
戸
幕
府
の
儒
官
と
な
っ
た
柴

野
栗
山
（
一
七
三
六
―
一
八
〇
七
）、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
、
亀
田
鵬
斎

（
一
七
五
二
―
一
八
二
六
）
な
ど
。

　

第
三
章
は
、
漢
詩
の
中
で
女
性
の
賛
美
や
為
政
者
へ
の
批
判
な
ど

を
表
現
し
た
室
町
時
代
の
臨
済
宗
の
僧
、
一
休
宗
純
（
一
三
九
四
―

一
四
八
一
）。

　

第
四
章
は
、
徳
川
家
康
か
ら
家
綱
ま
で
四
代
の
将
軍
に
仕
え
た
江
戸
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時
代
の
儒
学
者
、
林
羅
山
（
一
五
八
三
―
一
六
五
七
）。

　

第
五
章
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
と
文
献
学
者
で
あ
っ
た
荻
生
徂
徠

（
一
六
六
六
―
一
七
二
八
）
の
、
上
野
の
花
見
な
ど
を
紹
介
す
る
「
江
戸

の
四
季
の
音
楽
」
連
作
等
の
季
節
と
風
景
を
詠
む
詩
。

　

第
六
章
は
、
江
戸
時
代
の
画
家
と
俳
人
で
、
漢
詩
と
和
詩
を
調
和
さ

せ
た
与
謝
蕪
村
（
一
七
一
六
―
一
七
八
三
）
の
送
別
詩
の
連
作
等
が
焦
点

と
な
っ
て
い
る
。

　

第
七
章
は
、
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
流
行
し
た
漢
詩
と
俗
語
な
ど

を
融
合
す
る
、
町
人
社
会
と
共
に
発
展
し
て
き
た
滑
稽
漢
詩
「
狂
詩
」。

　

第
八
章
は
、
江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
の
僧
と
歌
人
で
、
自
分
の
心
に
忠

実
で
あ
る
詩
を
目
指
し
た
良
寛
（
一
七
五
八
―
一
八
三
一
）。

　

第
九
章
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
で
歴
史
家
、
詩
人
で
も
あ
り
、『
日

本
楽が

ふ府
』
な
ど
を
刊
行
し
た
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
―
一
八
三
二
）。

　

第
十
章
は
、
江
戸
の
儒
学
者
で
、
名
塾
「
咸
宜
園
」
を
開
い
た
広
瀬

淡
窓
（
一
七
八
二
―
一
八
五
六
）。
塾
生
の
志
を
励
ま
す
詩
、
旅
の
詩
、

酒
の
詩
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

第
十
一
章
は
、
政
治
家
で
軍
人
、
い
わ
ゆ
る
「
維
新
の
三
傑
」
の
一

人
で
あ
っ
た
西
郷
隆
盛
（
一
八
二
八
―
一
八
七
七
）。
帝
へ
の
忠
誠
や
志

の
重
要
性
な
ど
が
詩
の
焦
点
。

　

第
十
二
章
は
、
日
本
近
代
史
の
文
豪
で
、
東
西
文
学
と
詩
文
共
に
精

通
し
て
い
た
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
―
一
九
一
六
）。
二
松
学
舎
で
の
形

成
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
四
期
に
分
け
て
の
詩
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　

最
後
の
第
十
三
章
は
、
評
論
家
と
歴
史
家
で
、
期
待
と
希
望
を
詩
に

託
し
た
徳
富
蘇
峰
（
一
八
六
三
―
一
九
五
七
）。

　

本
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
あ
る
様
に
、
日
本
に
お
け
る
漢
詩
で
の
最

も
重
要
な
関
心
事
は
、「
社
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
れ
を
目
指
す

中
で
個
人
は
ど
う
ふ
る
ま
う
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
種
の

詩
的
証
人
（
当
時
の
現
場
証
人
と
し
て
、
物
事
を
詩
的
に
観
察
・
記
録
す
る

人
物
）
で
あ
る
名
人
達
の
社
会
に
対
す
る
考
え
や
理
念
な
ど
が
漢
詩
を

通
し
て
見
え
て
来
る
。

　

第
一
章
を
例
に
紹
介
す
る
と
、
学
者
で
あ
り
、
官
僚
ま
た
文
人
で
あ
っ

た
菅
原
道
真
三
〇
歳
頃
の
作
品
「
雪
中
早
衙
」
で
は
、
本
人
が
官
職
に

務
め
励
む
心
構
え
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、「
寒
早
十
首　

同
用
人
身
貧

頻
四
字
」
其
九
で
は
、
儒
教
的
な
詩
風
が
表
現
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
官
僚
の
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
道
真
の
私
生
活
に
関
係
す

る
「
生
活
詩
」
も
紹
介
さ
れ
、
新
年
の
祝
い
を
描
写
す
る
「
旅
亭
歳
日

招
客
同
飲
」
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
道
真
の
人
生
に
は
不
運
も

あ
っ
た
が
、
官
僚
人
生
の
途
中
に
遭
っ
た
左
遷
は
、
却
っ
て
本
人
の
漢

詩
の
作
成
意
欲
を
加
速
し
な
が
ら
、
一
層
の
人
間
的
な
深
み
を
与
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
妻
へ
の
想
い
を
表
現
す
る
「
読
家
書
」
と
強
い
望
郷

の
念
を
表
す
「
謫
居
春
雪
」
が
そ
の
二
つ
で
あ
る
。
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本
書
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
日
本
の
漢
詩
で
あ
り
な
が
ら
も
、
中

国
詩
人
の
影
響
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
読
家
書
」

と
杜
甫
の
「
春
望
」）。
ま
た
、
典
故
が
あ
る
場
合
、
そ
の
由
来
も
示
し

て
い
る
（「
謫
居
春
雪
」
と
「
燕
丹
子
」）。
こ
う
し
て
日
本
漢
詩
の
発
展

を
も
た
ら
し
た
中
国
詩
と
の
接
点
が
明
ら
か
に
な
る
。 

　

ま
た
、
近
代
の
例
を
見
る
と
、
道
真
か
ら
約
千
年
後
の
明
治
を
生
き

た
夏
目
漱
石
が
注
目
さ
れ
る
。
小
説
家
あ
る
い
は
英
米
文
学
者
と
し
て

有
名
で
あ
っ
た
が
、
青
春
時
代
に
自
ら
付
け
た
「
漱
石
」
と
い
う
号
が

示
す
様
に
、
漱
石
の
最
初
の
文
学
的
関
心
事
は
漢
詩
で
あ
っ
た
。
本
書

は
漱
石
の
作
風
の
変
遷
に
従
っ
て
次
の
四
期
に
詩
作
活
動
を
分
類
す

る
。

　

第
一
期
（
洋
行
以
前
）、
第
二
期
（
修
善
寺
大
患
の
時
期
）、
第
三
期
（
南

画
趣
味
の
時
期
）、
と
第
四
期
（『
明
暗
』
執
筆
時
）。

　

第
一
期
で
は
、
病
気
が
ち
の
漱
石
の
心
境
を
伝
え
る
「
無
題
」
詩
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
本
書
が
指
摘
す
る
「
次
韻
」（
他
の
人
と
同
一
の

韻
字
を
同
一
の
順
で
使
用
し
て
、
詩
を
作
成
す
る
こ
と
）
が
示
唆
す
る
様
に
、

こ
の
和
韻
の
作
品
は
漱
石
の
魅
力
的
な
創
作
サ
ロ
ン
生
活
も
物
語
る
。

ま
た
、
対
照
的
に
、
前
述
の
「
無
題
」
詩
の
疲
れ
た
気
分
を
一
瞬
で
払

拭
す
る
様
に
、「
菜
花
黄
」
詩
で
は
漱
石
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
心
持
ち

が
現
れ
て
く
る
。

　

第
二
期
で
は
、
漱
石
の
病
と
「
剣
」
の
劇
的
な
例
え
の
あ
る
無
題
詩

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
漱
石
が
抱
え
て
い
た
病
気
の
苦
し
み
を
示
す

内
容
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　

第
三
期
で
は
、「
春
日
偶
成
十
首　

明
治
四
十
五
年
五
月
二
十
四
日
」

其
七
と
孟
浩
然
の
「
春
暁
」
と
の
比
較
が
興
味
深
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
漱
石
の
よ
り
写
生
的
な
表
現
法
が
見
え
て
く
る
。

　

最
後
の
第
四
期
は
、
漱
石
が
書
い
た
小
説
『
明
暗
』
と
の
関
係
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
毎
日
午
後
に
漢
詩
を
作
る
時
の
心
境
は
、
毎
朝
の
小

説
執
筆
時
に
描
い
て
い
た
世
俗
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
を
超
越
し
よ
う
と
し

て
い
た
様
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
様
に
、
本
書
は
日
本
の
漢
詩
を
紹
介
し
な
が
ら
、
歴
史
の
流
れ

の
中
の
様
々
な
偉
人
た
ち
の
人
生
の
歩
み
に
も
光
を
当
て
る
。よ
っ
て
、

本
書
は
、
中
国
文
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
読
者
だ
け
で
は
な
く
、
国

文
学
の
学
生
、
日
本
史
や
東
洋
史
、
比
較
文
化
の
研
究
者
に
も
興
味
を

十
分
抱
か
せ
る
で
あ
ろ
う
。
明
治
一
五
〇
年
を
機
に
、『
知
っ
て
お
き

た
い
日
本
の
漢
詩
』は
未
来
へ
の
知
恵
と
示
唆
を
存
分
に
有
し
て
い
る
。

日
本
人
に
限
ら
ず
、
是
非
知
っ
て
お
き
た
い
内
容
で
あ
る
。

（
が
い
・
ほ
っ
ぶ
す　

日
本
漢
詩
文
学
会
会
員
・　
　

外
資
系
金
融
機
関
勤
務
）


